












研究目的 

最近,思春期の早発傾向が進み,また一方社会や家庭の変化にともない,医学的,保健的,社

会的,精神的など,多くの問題が思春期に起きている。思春期医学ならびに保健管理は,その

個人の現在ならびに未来の健康のほかに,よい子孫の育成をめざした継続的・統合的なもの

でなければならない。現在まで,思春期に関する諸問題(たとえば身体発育,性教育,社会へ

の適合不全など)の研究は,各専門家により断片的に発表されているが,今回の研究は,各分

野から思春期の問題点を抽出,整理し,継続的,統合的システムを考察,創出することを目的

とした。 


